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令和５年度 学校経営計画表 
 

１ 学校の現況 

学校番号 １９ 学校名 県立水戸農業高等学校 課程 全日制 学校長名 藤田 和文 

教頭名 上田 英雄 大津 貴弘 湯浅 洋之 事務（室）長名 小西 孝典 

教職員数 教諭 ６６ 
養護 

教諭 
２ 

常勤 

講師 
１１ 

非常勤 

講師 
５ 

実習教諭、実習講師、実

習助手 
２６ 

事務職

員 
８ 

技術職

員等 
２５ 計 １４３ 

生徒数 

小学科 
１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

農業科 ３０  ６ ３１ ５ ３０ ７   ９１ １８       ３ 

畜産科 １４ ２６  ７ ３１ １２ ２５   ３３ ８２       ３ 

園芸科 １５ ２５ １０ ２８ １４ ２１   ３９ ７４       ３ 

生活科学科 ６ ３４ ８ ２９ ５ ３１   １９ ９４       ３ 

農業土木科 ３５ １ ３６ １ ３１ ０   １０２  ２       ３ 

食品化学科 １８ １８ １０ ２８ １７ ２２   ４５ ６８       ３ 

農業経済科 １９ １０ ２３ １６ ２３ １３   ６５ ３９       ３ 

 

２ 目指す学校像 

・知・徳・体を身に付けた社会に有為な人材を育成する学校 

・生徒一人一人の進路希望の実現を支援する学校 

・魅力ある農業教育を実践し、将来の農業経営者・関連産業技術者を育成する学校 

・体験学習等を通して、コミュニケーション能力を磨くことができる学校 

・地域社会の関係機関・団体・住民等と連携するとともに、それらに開かれた学校 

 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 
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育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

地域社会の役割の一端を担える力を備え、社会の変化に柔軟に対応し、主体的に社会に関わ

ることができる人財の育成 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

生徒一人ひとりの多様な進路希望や学習のニーズに合わせた教育課程において、体験的な学

びから知識・技術を確実に身につけ、就職から進学までの進路希望を実現する 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

学科の特色に応じた専門教育に取り組む姿勢があり、チャレンジ精神旺盛で、夢の実現に向

けて自ら主体的に考え行動しようとする意志を持った生徒 

 

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現状分析 課題 

学習活動 ・将来に対し明確な目標を持つ生徒が 6割以上いるが、目標を持た

ない生徒の学習意欲の低さが著しい。 

・個に応じたわかりやすい授業を心がけ、授業に

積極的に参加する意識を育成する。 

進路指導 ・生徒の多様な進路希望（進学５割、就職５割）に対応できる指導

体制がやや不十分である。 

・望ましい職業観・勤労観が身に付いていない生徒が見られる。 

・農業教育の特性を生かした進路指導が十分に展開できていない。 

・進学や就職意欲に乏しい生徒が増加し、高校卒業後、在家庭やア

ルバイトをする生徒が増えている。（Ｒ2-10名、Ｒ3-9名 Ｒ4-16名） 

・各学年との連絡を密にし、１年次から体系的な

進路指導体制の確立を図る。 

・あらゆる機会を利用し、進路情報を適切に提供

する。 

・進路講話やインターンシップ等により職業体

験活動の参加数を高め、望ましい勤労観・職業観

の育成に努める。 

生徒指導 ・身だしなみ、公共マナーへの遵守意識が 80%程度醸成されてきた 

が、一部では校則を守れない生徒がみられる。 

・保護者との連携を密にし、基本的生活習慣の育

成を図る。 

・校則や公共のルールやマナーを守ることの大

切さを理解させる。 
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特別活動 ・部活動の加入率が約３割と低い。 

・学校行事に対して生徒の参加意欲の低下がみられる。  

・キャリア・パスポートの形態が校内での統一がとれていないため、

特別活動での活用割合が 3割から 5割と低い。 

・部活動紹介や見学会等を実施し、部活動加入率

を高める。 

・生徒会活動や農業クラブ活動を活発にし、魅力

ある学校行事を実施する。 

・キャリア・パスポートの形態を統一した活用

で、学習や生活について振り返り、自己評価を行

うとともに、今後の学習や生活への意欲につなげ

る活動を特別活動のホームルーム活動等で行う。 

農業教育 ・入学時の農業の魅力や楽しさ、興味・関心の低い生徒数が５割程

度みられる。 

・農業クラブ活動、体験学習への参加意欲がやや乏しい。 

・取得資格の合格率が 20％～100％と資格により幅があり全体的な

底上げが必要である。 

・体験学習の充実と農業クラブの各種発表会、競

技会への参加人数を増やし、農業への興味関心を

高め活性化に努める。 

・資格取得を奨励し、学習意欲の向上を図る。 

・就農講話等を通して職業観・勤労観を養う。 

働き方改革 ・本校は、国内最大規模の農業高校であり、教職員の職種や校務分

掌が多岐にわたっているため、学校全体として画一的な勤務改善を

することは難しい。 

・広大な敷地での ICTを活用した校務の効率化のためのWi-Fi環境

のさらなる整備が必要である。 

・学科や部門ごとに業務内容の見直しや ICT の

活用による事務の効率化に努める。 

・教育環境を整え、教職員一人ひとりが勤務時間

の縮減に向けた意識改革を醸成し、校務の効率化

と質の向上に務め、学校運営の在り方を見直す。 

 

５ 中期的目標 

１ 学習活動に意欲を持たせるために、特色ある本校施設を十分に活かした教育課程を編成するとともに、体験活動から基礎基本の学

習にフィードバックする体制を作り上げる。 

２  四年制大学・短期大学への進学者を増やすために、進路ガイダンスや個人面接、課外学習の機会を増やし、ＡＯ入試・推薦入試・
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一般入試等の多様な入試形態に対応できるようにきめ細かな進路指導を推進する。機会あるごとに大学説明会に参加することを促

すとともに、大学訪問を行い、入試情報や指定校推薦枠の獲得に努める。 

３ 心の教育の充実を図るため、生命の尊重や規律ある生活、マナーの向上を含めた道徳教育を推進するとともに、ボランティア活動

への積極的な参加を推進する。 

４  生徒自身が主体的に計画・実践する諸活動を通して成就感や達成感が体験できるようにする。 

５ 農業各分野の実験・実習や実践的・体験的な学習及び農業クラブ活動などを通して、生徒の自主的な学習を推進する。 

６ 勤務時間の縮減に向けた意識改革と、ICTの活用等による事務の効率化によって、働き方改革を更に推し進め、時間外在校等時間

の縮減に努める。 

 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

・基本的生活習慣の確

立とコミュニケーシ

ョン能力の育成 

・基本的生活習慣や規範意識を身に付けさせ、身だしなみや言葉使いに気をつけることで、社会の有為な形 

成者としての人格の完成を目指す。 

・豊かな人間性を育み、コミュニケーション能力の育成を図ることで、いじめ防止につながるような、より良

い人間関係の構築に努める。 

・基礎学力の向上と系

統的な進路指導体制

の確立 

・主体的に学習に取り組む習慣を身に付けさせ、基礎学力の定着を図る。 

・生徒の関心・意欲を引き出し、思考力・判断力・表現力の育成につながるような観点別学習状況を踏まえた

学習評価を徹底させる。 

・系統的な進路指導体制を確立させ、生徒の進路に沿った自己実現のための、適切な支援・指導を行う。 

・新しい生活様式での

特別活動及び部活動

の活性化とキャリア

教育の推進 

・ボランティア活動、社会教育活動、環境美化活動等への積極的な参加を促す。また、学校行事、ホームルー

ム活動、生徒会活動を充実させ、生徒に達成感を持たせる。 

・運動部・文化部等の加入率の向上を図り、部活動の活性化に努める。 

・キャリア・パスポートを活用して、ＨＲ活動等を中心として、各教科等と往還し、自らの学習状況やキャリ
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ア形成を見通したり、振り返ったりしながら、自己評価を行うとともに、主体的に学びに向かう力を育む。そ

の際、その記述をもとに対話的に関わることによって、生徒の自己実現につなげる。 

・健康と安全教育の充

実 

・学校施設等の点検・充実に努め、安全な校内環境の整備を進める。安全教育の徹底、特に交通事故の絶無に

努める。 

・防災、不審者対応などのマニュアルに基づいた危機管理を徹底し、訓練等による十分な備えを怠らないよう

にする。 

・生徒及び職員の健康管理に努め、新型コロナウィルス感染症等の防止、健康の保持増進を図る。 

・農業専門教育の充実

と地域連携 

・チャレンジプロジェクトへ取り組みを推進することで、魅力ある農業教育を実践し、農業後継者及び関連産

業技術者の育成を図る。 

・プロジェクト学習や各種発表会・競技会等に積極的に取り組ませ、学校農業クラブ活動の充実を図る。 

・開かれた学校づくりを継続・発展させるとともに、地域と連携した体験学習（インターンシップ等）の充実

を図る。 

・GIGA スクール構想、BYODの推進による個別最適な学びと協働的な学びの実現を図る。 

・最先端の職業教育を行う「スマート専門高校」を実現し、地域の産業界を牽引する職業人材の育成を図る。 

アクティブ・ラーニン

グの視点からの授業

改善 

・教わる授業から学び取る授業へとつなげるため、ICTの活用や、地域の特長を生かした地域社会との交流を

通し、課題を見いだし解決策を講じるなど、自己の考え方を広げ「主体的・対話的で深い学び」の実現につな

げる。 

・授業満足度（KPI）80％超を目指す。 

働き方改革の推進 ・学科や部門ごとに業務内容の見直しや ICTの活用等による事務の効率化を図り業務量の削減に努める。                               

・教職員の健康を守るため、教育環境の整備を図るとともに学校運営の在り方等を見直し、定時退勤日の設定

や時間外在校等時間の縮減に努める。 

 


